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1. 概要

☆政府による５類への変更あるも、感染は拡大しています。
重症化リスクは低減しましたが感染力は強いようです。
これに伴い、社内ルールの見直しを実施します。

◎ソーシャルディスタンスを解除し、コロナ禍で阻害されたコミュニケーションの質
の回復を整えます。
◎食堂を復活し、社員間の交流を図ります。
◎コロナ感染者もしくは疑われる場合は消毒薬・コロナ判定キットは無償支給し
ますので、経理総務課にお申し出下さい。

対象者

◆派遣社員・パート社員を含む全従業員及びその利害関係者(同居の家族)
但し、給与・休暇の補償を伴う事項は社員
(正社員・定年再雇用社員・パート社員)のみとする。

実施期間: コロナ感染が収束を見るまで
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2. コロナ５類に変更に伴う社内ルール

日常生活 編

① 毎日の検温報告を解除する。

体温に関わらずコロナ陽性患者はあります。

体温基準（37.5℃）を止めて、平熱＋0.5℃＋体調不良基準とする。

発熱はもちろん、平熱であっても、コロナ様（喉痛・咳・強い倦怠感）の症状

があれば出社を控え、医師の診断を受けること。

② コミュニケーションの質の向上及び熱中症予防の観点から、花粉症等の場合

を除き、ノーマスクを奨励するが、装着は自由とする。

③ 毎朝の掃除及び来客後の消毒清掃は廃止する。

④ コロナ罹患者が発覚した場合等のために、消毒スプレーは所定の場所

（掃除用具庫等）に常備する。

⑤ 会議はコミュニケーションの質の向上のため、原則としてリアルで行う。

但し、コロナ待機者及び遠方等の理由でリモートが便利な場合はこの限りで

はない。

⑥ 昼食は原則として食堂利用とするが自席でも可。マイボトル・箸・ナプキン持

参は継続する。



Copyright (c) 2020 TOKAIRIKEN 4

新型コロナ感染者発生 編

① コロナ陽性と判定された(疑われる)場合

・感染が疑われる症状(味覚異常・発熱・倦怠感・咳等)がある場合、速やかに最

寄りの医師の診断を受け、同時に部門管理者に報告すること。

・陽性と判定されたら、自己隔離の上、同様に報告すること。

・陽性判定された場合は無症状であっても、発症の翌日から5日間自宅待機。

・発症から10日間は感染予防のため、不織布マスクを装着し、自席で食事する

こと。

② 家族が陽性判定された場合

・濃厚接触者の概念はなくなったため、コロナ様（倦怠感・咳・喉痛・味覚異常

等）の症状がなければ、出社可。

本人発症後７日間は発症リスクがあると心得て下さい。

従って感染予防のため、本人発症後10日間は不織布マスクを装着し、自席

で食事すること。

注意事項

初診では陰性であっても、体調変化による再診で陽性の場合が多くあります。

コロナ５類に変更に伴う社内ルール
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5. 私の未来の❝カタチ❞の実践として

世界中が暗中模索の今こそ、

私たちは『元気印の自由人』として

無用に不安に陥ることなく

でき得る限り、予想し得る限り、万全の対策を講じることで

自分と家族と関わる全ての人を守り、幸せにするために

『何事に対しても愛と情熱を持って立ち向かいます』


